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Confidential

見守りシステム・モニター

IoT・AIによる在宅見守りの高齢者にアクシデントが起きた場合に
アラートが鳴り知らせる。
IoT・AIによる在宅見守りの高齢者にアクシデントが起きた場合に
アラートが鳴り知らせる。
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１）基本情報の一元化・共有化
85歳以上の退院患者は、退院直後のケアの継続が重要である。症状が不安定なケースや、家族に不安感が強い場合は、
多職種連携・他業種連携は必須であり、多数の人材が患者情報を共有しないと進めない。ただ個人情報保護法の徹底において、
他の組織との共同作業は難解な問題である。まずは個人情報管理においての信頼関係構築が必須となる。
また、ベンダーにより電子化した情報のフォーマットが違うため、基本情報の一元化・共有化ができない状況も早期に解決し
なくてはならない。

２）IoT・AI見守りシステムの構築
独居・老々世帯が増える中、介護人材不足は切実な問題となっている。この問題の対策としてIoT・AIを活用した見守り
サービス構築は必須である。現在、同意を得た上で、自宅でアクシデントが起こった場合に、アラートで知らせる実証実験を
進めている。在宅医療・介護は、生活上プライバシーの問題など踏込めない課題も多く、より繊細な対応が必要となる。よっ
て多様な対応を可能とするIoT・AIを開発し普及するためには、まずは実証実験の場が必要であり特区を設けることも一考し
ていただきたい。

３）高齢者世帯ネット環境の整備
高齢者世帯はネット環境が整備されていない場合が多く。退院当日に遠隔診療開始するため、患者の家にタブレットやルー
ターをつけネット環境を一時的に整備することが必要となるが、レンタル方式であれ、患者の買取方式であれ、一般の医療法
人は、原則収益事業不可なので出来ない。そこで、医療法の範疇であることの明示が必要となる。

要望事項：
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